
※４【空家等管理活用支援法人】
空き家等の所有者等に対し、空き家
等の管理や活用方法に関する情報提
供、相談、その他適切な管理や活用
を図るための援助業務などを行う

※３【20戸連たん制度】
人口減少が著しい市街化調整区域のう
ち、敷地相互間が55ｍ以内ごとに20戸
以上の建築物が集まっている場合に、
自己用住宅の開発を許可する制度

※２【世界難民の日こいのぼりプロジェクト】
世界の難民の子どもたちの保護や幸せを願い、難民支援
の輪の拡大を啓発するため、６月20日の世界難民の日に
併せ、特別にデザインされたこいのぼりを掲揚する

※５【地域計画】
農業者や地域の方との話
し合いにより策定される
地域の将来の農地利用の
姿を明確化した設計図

※６【農地中間管理機構】
都道府県、市町村、農業団体等が出資
して組織される法人。農地を貸したい
人から農地を借り受け、耕作を希望す
る人に農地を貸し付ける事業を行う

※１【ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）】
第二次世界大戦後の昭和25年、避難を余儀なくされ
たり、家を失ったりしたヨーロッパ人を救うために
設立。現在は世界中の難民の保護や支援に取り組む

　
　
本
市
独
自
で
ア
リ
ー
ナ
整
備
を
進
め

る
と
宣
言
し
た
思
い
は
。
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
本
市
は
ど
う
変
わ
る
か
。
ま
た
、

未
来
を
担
う
若
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
と
考
え
る
か
。

　
　
本
市
は
、
令
和
５
年
９
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ

　
　
生
活
道
路
の
不
具
合
箇
所
の
令
和
５

年
度
の
通
報
件
数
と
、
町
内
会
等
か
ら
の

要
望
件
数
と
実
施
率
は
。

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
分
別
回
収
の
明

解
な
広
報
や
学
習
会
の
強
化
と
継
続
が
必

要
だ
。
現
状
と
課
題
、
対
策
は
。

　
　
集
中
豪
雨
や
大
震
災
に
備
え
た
対
策

が
重
要
だ
。
本
市
の
下
水
道
管
の
耐
震
化

や
、
液
状
化
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き

上
が
り
対
策
の
現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

　
　
令
和
６
年
６
月
よ
り
開
始
し
た
集
落

維
持
の
た
め
の
20
戸
連
た
ん
制
度
は
、
空

き
家
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。
町
内
会
か
ら
は
空
き
家
を
把
握
し
、

保
全
の
協
力
も
で
き
る
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
不
動
産
業
者
と
本
市
、
町
内
会
が
連

携
し
て
空
き
家
を
利
活
用
で
き
る
仕
組
み

が
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
開
場
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
や
防
災
面
な
ど
に
課
題
が
あ
る
市
場

が
立
ち
上
げ
る
岡
山
市
場
未
来
会
議
の
目

的
、
検
討
項
目
な
ど
は
。

　
　
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
の
予

算
は
、
ど
の
路
線
の
ど
の
よ
う
な
も
の
に

充
て
る
の
か
。
財
源
の
内
訳
は
。

令
和
７
年
３
月
に
策
定
す
る
地
域
計

画
は
、
地
域
農
業
を
守
る
ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ
る
。
策
定
後
の
進
行
管
理
や
課
題
解

決
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

宿
泊
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
岡
山

城
周
辺
で
の
夜
間
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、

夜
間
景
観
の
魅
力
拡
大
へ
の
新
た
な
取
り

組
み
は
あ
る
か
。

※

１
Ｃ
Ｒ
の
難
民
を
支
え
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
参
加
し
、
日
本
で
13
番
目
の
自
治

体
と
な
っ
た
。
世
界
難
民
の
日
こ
い
の
ぼ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
た
活
動
内
容

と
難
民
支
援
に
貢
献
す
る
た
め
の
計
画
、

本
市
の
国
際
社
会
に
お
け
る
役
割
は
。

　
　
市
民
・
県
民
と
り
わ
け
若
い
世
代
が
感

動
を
分
か
ち
合
い
、
岡
山
へ
の
誇
り
、
愛
着

を
育
む
場
所
と
し
て
必
要
だ
。
現
在
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
が
求
め
る
施
設
基
準
を
満
た
す
施

設
が
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
灯
が
消
え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　
ア
リ
ー
ナ
整
備
は
、
魅
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
具
体
化
し
、

広
く
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
岡
山
の
拠
点
性
や
交
通
の
利
便
性
な

ど
か
ら
、
他
都
市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と

も
不
可
避
だ
。
ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
勝

っ
た
と
き
の
誇
ら
し
い
気
持
ち
や
ワ
ク
ワ
ク

感
、
幸
福
感
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
必
要
だ
。

空
家
特
措
法
の
改
正
施
行
に
よ
り
、
民

法
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
専
門
知
識
を
有
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
団
法
人
等
を
空
き
家
の

管
理
や
活
用
に
向
け
た
「
空
家
等
管
理
活
用

支
援
法
人
」
に
指
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
指
定
条
件
等
を
検
討
し
て
お
り
、

法
人
が
指
定
さ
れ
れ
ば
町
内
会
と
連
携
し
、

20
戸
連
た
ん
の
対
象
地
域
も
含
め
た
空
き
家

の
用
途
変
更
に
よ
る
利
活
用
の
促
進
が
見
込

ま
れ
る
。

　
　
４
年
度
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
や
岡
山
城

で
、
特
別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
い
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
を
象
徴
し
た
ブ
ル

ー
で
岡
山
城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

難
民
支
援
の
意
義
を
広
く
啓
発
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
々
へ
の

募
金
活
動
の
継
続
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
、
難
民
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
努
め
る
。

市
場
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
を
目
的
に
、

持
続
可
能
性
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
強
化

す
べ
き
市
場
機
能
、
観
光
資
源
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
り
愛
さ
れ
る
市
場
の
実
現
な
ど

を
検
討
す
る
。

令
和
７
年
度
末
の
将
来
構
想
案
の
策
定
に

向
け
、
市
場
流
通
分
野
や
都
市
計
画
分
野
の

学
識
経
験
者
、
市
場
関
係
者
、
金
融
業
者
な

ど
を
会
議
構
成
員
と
し
、
現
状
分
析
や
課
題

を
洗
い
出
し
幅
広
い
議
論
を
行
う
。
さ
ら
に
、

分
科
会
に
お
い
て
議
論
を
深
め
、
他
市
場
視

察
も
行
う
予
定
。

避
難
所
や
医
療
施
設
等
か
ら
排
水
を
受

地
域
の
農
地
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
る

た
め
の
プ
ラ
ン
と
な
る
地
域
計
画
は
、
一
度

策
定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
地
域
農
業
の

実
態
に
応
じ
て
随
時
更
新
し
、
完
成
度
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え
ば
計
画
策

定
後
に
受
け
手
が
い
な
い
農
地
で
受
け
手
が

み
つ
か
っ
た
場
合
、
地
域
の
話
し
合
い
に
よ

り
農
地
利
用
の
あ
り
方
を
変
更
す
る
な
ど
、

随
時
計
画
の
変
更
や
進
捗
管
理
も
行
う
。

ま
た
、
地
域
で
生
じ
た
課
題
に
も
地
元
の

意
向
を
聞
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
農
業

け
る
管
路
や
、
緊
急
輸
送
路
に
埋
設
し
て
い

る
管
路
な
ど
か
ら
流
下
機
能
、
交
通
機
能
の

確
保
に
向
け
耐
震
化
対
策
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
整
備
時
期
が
早
い
中
心
市
街

地
の
重
要
な
管
路
か
ら
耐
震
化
工
事
を
進
め

て
お
り
、
周
辺
部
の
耐
震
調
査
も
着
手
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策
は
、
緊
急
輸
送
路

等
に
設
置
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
約
６
７
０

０
基
の
う
ち
液
状
化
の
危
険
性
が
高
い
３
６

７
基
で
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
ま
で

に
１
３
１
基
が
対
策
済
み
。
こ
れ
ら
の
対
策

は
、
被
災
時
の
市
民
生
活
の
確
保
に
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
計
画
的
に
進
め
る
。

　
　
道
路
の
損
傷
等
の
通
報
は
５
年
８
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
、
５
年
度
は
北
区
１
８
６

件
、
中
区
56
件
、
東
区
51
件
、
南
区
65
件
、

合
計
３
５
８
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
７
割
の

対
応
を
完
了
し
て
い
る
。

　
町
内
会
等
か
ら
の
要
望
件
数
は
、
未
対
応

箇
所
と
新
し
い
要
望
を
合
わ
せ
て
、
毎
年
度

約
２
６
０
０
件
か
ら
２
８
０
０
件
あ
り
、
年

度
末
ま
で
に
約
６
割
の
対
応
を
完
了
し
、
４

割
は
次
年
度
以
降
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
約
９
割
は
適
切
に
分
別
さ
れ
て
い
る
が
、

１
割
に
異
物
や
汚
れ
な
ど
が
あ
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
過
程
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
。

　
正
し
い
分
別
方
法
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
重
要
性
や
意
義
を
十
分
理
解
し
て
行

動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
職
員
に
よ
る
出

岡
山
城
で
は
、
春
・
夏
・
秋
に
岡
山
後

楽
園
の
幻
想
庭
園
と
連
携
し
て
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
烏
城
灯
源
郷
を
実
施
し
て

い
る
。
令
和
６
年
の
夏
は
、
不
明
門
を
ミ
ニ

侍
屋
敷
に
す
る
ほ
か
、
天
守
内
で
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
落
語
、
隠
し
文
字
探
し
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
同
時
開
催
す
る
予
定
。
今
後
も
宿
泊

客
増
加
に
つ
な
が
る
夜
間
イ
ベ
ン
ト
等
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員
会
等
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
。

　
　
実
施
計
画
に
位
置
付
け
た
す
べ
て
の
方

面
を
対
象
に
、
新
設
バ
ス
停
の
整
備
計
画
や

車
両
等
の
デ
ザ
イ
ン
検
討
、
乗
り
継
ぎ
空
間

の
概
略
設
計
等
を
実
施
す
る
経
費
、
令
和
７

年
度
下
半
期
か
ら
の
運
行
開
始
を
目
指
す
西

大
寺
方
面
、
庭
瀬
方
面
、
日
赤
病
院
と
岡
南

を
結
ぶ
支
線
で
使
用
す
る
小
型
車
両
４
台
の

調
達
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
財
源
は
、
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
す
る
。

前
講
座
や
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
環

境
ご
み
ス
ク
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

あ
か
ず
の
も
ん

一
般
質
問

４

一
般
質
問

一
般
質
問

32
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

新
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
よ
る
効
果

難
民
支
援
の
活
動
を
広
げ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
を
適
切
に

リ
サ
イ
ク
ル
へ
つ
な
げ
る

空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
仕
組
み

岡
山
市
場
の
将
来
構
想
を
策
定

地
域
農
業
を
守
る
計
画
を
策
定

夜
間
イ
ベ
ン
ト
で

岡
山
城
周
辺
の
魅
力
を
発
信

５

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
路
線
へ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

道
路
損
傷
等
の
通
報
に
対
応

被
災
時
の
市
民
生
活
を
守
る
対
策

ま
ち
づ
く
り
・

く
ら
し

防
災
・
産
業

※

２

世界難民の日こいのぼりにぎわう市場感謝デー

異物が混入しているプラスチック資源烏城灯源郷

※

3

※

4

※

５

※

６



※４【空家等管理活用支援法人】
空き家等の所有者等に対し、空き家
等の管理や活用方法に関する情報提
供、相談、その他適切な管理や活用
を図るための援助業務などを行う

※３【20戸連たん制度】
人口減少が著しい市街化調整区域のう
ち、敷地相互間が55ｍ以内ごとに20戸
以上の建築物が集まっている場合に、
自己用住宅の開発を許可する制度

※２【世界難民の日こいのぼりプロジェクト】
世界の難民の子どもたちの保護や幸せを願い、難民支援
の輪の拡大を啓発するため、６月20日の世界難民の日に
併せ、特別にデザインされたこいのぼりを掲揚する

※５【地域計画】
農業者や地域の方との話
し合いにより策定される
地域の将来の農地利用の
姿を明確化した設計図

※６【農地中間管理機構】
都道府県、市町村、農業団体等が出資
して組織される法人。農地を貸したい
人から農地を借り受け、耕作を希望す
る人に農地を貸し付ける事業を行う

※１【ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）】
第二次世界大戦後の昭和25年、避難を余儀なくされ
たり、家を失ったりしたヨーロッパ人を救うために
設立。現在は世界中の難民の保護や支援に取り組む

　
　
本
市
独
自
で
ア
リ
ー
ナ
整
備
を
進
め

る
と
宣
言
し
た
思
い
は
。
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
本
市
は
ど
う
変
わ
る
か
。
ま
た
、

未
来
を
担
う
若
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
と
考
え
る
か
。

　
　
本
市
は
、
令
和
５
年
９
月
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ

　
　
生
活
道
路
の
不
具
合
箇
所
の
令
和
５

年
度
の
通
報
件
数
と
、
町
内
会
等
か
ら
の

要
望
件
数
と
実
施
率
は
。

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
分
別
回
収
の
明

解
な
広
報
や
学
習
会
の
強
化
と
継
続
が
必

要
だ
。
現
状
と
課
題
、
対
策
は
。

　
　
集
中
豪
雨
や
大
震
災
に
備
え
た
対
策

が
重
要
だ
。
本
市
の
下
水
道
管
の
耐
震
化

や
、
液
状
化
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き

上
が
り
対
策
の
現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

　
　
令
和
６
年
６
月
よ
り
開
始
し
た
集
落

維
持
の
た
め
の
20
戸
連
た
ん
制
度
は
、
空

き
家
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。
町
内
会
か
ら
は
空
き
家
を
把
握
し
、

保
全
の
協
力
も
で
き
る
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
不
動
産
業
者
と
本
市
、
町
内
会
が
連

携
し
て
空
き
家
を
利
活
用
で
き
る
仕
組
み

が
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
開
場
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
や
防
災
面
な
ど
に
課
題
が
あ
る
市
場

が
立
ち
上
げ
る
岡
山
市
場
未
来
会
議
の
目

的
、
検
討
項
目
な
ど
は
。

　
　
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
事
業
の
予

算
は
、
ど
の
路
線
の
ど
の
よ
う
な
も
の
に

充
て
る
の
か
。
財
源
の
内
訳
は
。

　
　
令
和
７
年
３
月
に
策
定
す
る
地
域
計

画
は
、
地
域
農
業
を
守
る
ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ
る
。
策
定
後
の
進
行
管
理
や
課
題
解

決
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
宿
泊
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
岡
山

城
周
辺
で
の
夜
間
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、

夜
間
景
観
の
魅
力
拡
大
へ
の
新
た
な
取
り

組
み
は
あ
る
か
。

※

１
Ｃ
Ｒ
の
難
民
を
支
え
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
参
加
し
、
日
本
で
13
番
目
の
自
治

体
と
な
っ
た
。
世
界
難
民
の
日
こ
い
の
ぼ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
た
活
動
内
容

と
難
民
支
援
に
貢
献
す
る
た
め
の
計
画
、

本
市
の
国
際
社
会
に
お
け
る
役
割
は
。

　
　
市
民
・
県
民
と
り
わ
け
若
い
世
代
が
感

動
を
分
か
ち
合
い
、
岡
山
へ
の
誇
り
、
愛
着

を
育
む
場
所
と
し
て
必
要
だ
。
現
在
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
が
求
め
る
施
設
基
準
を
満
た
す
施

設
が
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
灯
が
消
え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　
ア
リ
ー
ナ
整
備
は
、
魅
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
具
体
化
し
、

広
く
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
岡
山
の
拠
点
性
や
交
通
の
利
便
性
な

ど
か
ら
、
他
都
市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と

も
不
可
避
だ
。
ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
勝

っ
た
と
き
の
誇
ら
し
い
気
持
ち
や
ワ
ク
ワ
ク

感
、
幸
福
感
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
必
要
だ
。

　
　
空
家
特
措
法
の
改
正
施
行
に
よ
り
、
民

法
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
専
門
知
識
を
有
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
団
法
人
等
を
空
き
家
の

管
理
や
活
用
に
向
け
た
「
空
家
等
管
理
活
用

支
援
法
人
」
に
指
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
、
指
定
条
件
等
を
検
討
し
て
お
り
、

法
人
が
指
定
さ
れ
れ
ば
町
内
会
と
連
携
し
、

20
戸
連
た
ん
の
対
象
地
域
も
含
め
た
空
き
家

の
用
途
変
更
に
よ
る
利
活
用
の
促
進
が
見
込

ま
れ
る
。

　
　
４
年
度
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
や
岡
山
城

で
、
特
別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
い
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
を
象
徴
し
た
ブ
ル

ー
で
岡
山
城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

難
民
支
援
の
意
義
を
広
く
啓
発
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
方
々
へ
の

募
金
活
動
の
継
続
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
、
難
民
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
市
場
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
を
目
的
に
、

持
続
可
能
性
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
強
化

す
べ
き
市
場
機
能
、
観
光
資
源
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
り
愛
さ
れ
る
市
場
の
実
現
な
ど

を
検
討
す
る
。

　
令
和
７
年
度
末
の
将
来
構
想
案
の
策
定
に

向
け
、
市
場
流
通
分
野
や
都
市
計
画
分
野
の

学
識
経
験
者
、
市
場
関
係
者
、
金
融
業
者
な

ど
を
会
議
構
成
員
と
し
、
現
状
分
析
や
課
題

を
洗
い
出
し
幅
広
い
議
論
を
行
う
。
さ
ら
に
、

分
科
会
に
お
い
て
議
論
を
深
め
、
他
市
場
視

察
も
行
う
予
定
。

　
　
避
難
所
や
医
療
施
設
等
か
ら
排
水
を
受

　
　
地
域
の
農
地
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
る

た
め
の
プ
ラ
ン
と
な
る
地
域
計
画
は
、
一
度

策
定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
地
域
農
業
の

実
態
に
応
じ
て
随
時
更
新
し
、
完
成
度
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え
ば
計
画
策

定
後
に
受
け
手
が
い
な
い
農
地
で
受
け
手
が

み
つ
か
っ
た
場
合
、
地
域
の
話
し
合
い
に
よ

り
農
地
利
用
の
あ
り
方
を
変
更
す
る
な
ど
、

随
時
計
画
の
変
更
や
進
捗
管
理
も
行
う
。

　
ま
た
、
地
域
で
生
じ
た
課
題
に
も
地
元
の

意
向
を
聞
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
農
業

け
る
管
路
や
、
緊
急
輸
送
路
に
埋
設
し
て
い

る
管
路
な
ど
か
ら
流
下
機
能
、
交
通
機
能
の

確
保
に
向
け
耐
震
化
対
策
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
整
備
時
期
が
早
い
中
心
市
街

地
の
重
要
な
管
路
か
ら
耐
震
化
工
事
を
進
め

て
お
り
、
周
辺
部
の
耐
震
調
査
も
着
手
し
た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策
は
、
緊
急
輸
送
路

等
に
設
置
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
約
６
７
０

０
基
の
う
ち
液
状
化
の
危
険
性
が
高
い
３
６

７
基
で
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
ま
で

に
１
３
１
基
が
対
策
済
み
。
こ
れ
ら
の
対
策

は
、
被
災
時
の
市
民
生
活
の
確
保
に
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
計
画
的
に
進
め
る
。

　
　
道
路
の
損
傷
等
の
通
報
は
５
年
８
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
、
５
年
度
は
北
区
１
８
６

件
、
中
区
56
件
、
東
区
51
件
、
南
区
65
件
、

合
計
３
５
８
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
７
割
の

対
応
を
完
了
し
て
い
る
。

　
町
内
会
等
か
ら
の
要
望
件
数
は
、
未
対
応

箇
所
と
新
し
い
要
望
を
合
わ
せ
て
、
毎
年
度

約
２
６
０
０
件
か
ら
２
８
０
０
件
あ
り
、
年

度
末
ま
で
に
約
６
割
の
対
応
を
完
了
し
、
４

割
は
次
年
度
以
降
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
約
９
割
は
適
切
に
分
別
さ
れ
て
い
る
が
、

１
割
に
異
物
や
汚
れ
な
ど
が
あ
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
過
程
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
。

　
正
し
い
分
別
方
法
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
重
要
性
や
意
義
を
十
分
理
解
し
て
行

動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
職
員
に
よ
る
出

　
　
岡
山
城
で
は
、
春
・
夏
・
秋
に
岡
山
後

楽
園
の
幻
想
庭
園
と
連
携
し
て
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
烏
城
灯
源
郷
を
実
施
し
て

い
る
。
令
和
６
年
の
夏
は
、
不
明
門
を
ミ
ニ

侍
屋
敷
に
す
る
ほ
か
、
天
守
内
で
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
落
語
、
隠
し
文
字
探
し
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
同
時
開
催
す
る
予
定
。
今
後
も
宿
泊

客
増
加
に
つ
な
が
る
夜
間
イ
ベ
ン
ト
等
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員
会
等
と
協
力
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
。

　
　
実
施
計
画
に
位
置
付
け
た
す
べ
て
の
方

面
を
対
象
に
、
新
設
バ
ス
停
の
整
備
計
画
や

車
両
等
の
デ
ザ
イ
ン
検
討
、
乗
り
継
ぎ
空
間

の
概
略
設
計
等
を
実
施
す
る
経
費
、
令
和
７

年
度
下
半
期
か
ら
の
運
行
開
始
を
目
指
す
西

大
寺
方
面
、
庭
瀬
方
面
、
日
赤
病
院
と
岡
南

を
結
ぶ
支
線
で
使
用
す
る
小
型
車
両
４
台
の

調
達
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
財
源
は
、
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
す
る
。

前
講
座
や
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
環

境
ご
み
ス
ク
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

あ
か
ず
の
も
ん

一
般
質
問

４

一
般
質
問

一
般
質
問

32
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

新
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
よ
る
効
果

難
民
支
援
の
活
動
を
広
げ
る 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
を
適
切
に

リ
サ
イ
ク
ル
へ
つ
な
げ
る

空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
仕
組
み

岡
山
市
場
の
将
来
構
想
を
策
定 

地
域
農
業
を
守
る
計
画
を
策
定

夜
間
イ
ベ
ン
ト
で

岡
山
城
周
辺
の
魅
力
を
発
信

５

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
路
線
へ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

道
路
損
傷
等
の
通
報
に
対
応

被
災
時
の
市
民
生
活
を
守
る
対
策

ま
ち
づ
く
り
・

く
ら
し

防
災
・
産
業

※

２

世界難民の日こいのぼりにぎわう市場感謝デー

異物が混入しているプラスチック資源烏城灯源郷

※

3

※

4

※

５

※

６



※８【４件のアンケート調査】
子ども・子育て支援に関するアンケー
ト、若者の意識に関するアンケート、
中高生世代の意識に関するアンケート、
岡山市子どもの生活実態調査

※７【遠隔操作】
現地に行かず、持ち運び可能な
タブレット端末を操作し、現地
の状況を確認しながら、速やか
なゲートの開閉操作を行うこと

※９【ヤングケアラー】
本来大人が担うと想定され
ている家事や家族の世話な
どを日常的に行っている子
どものこと

※10【アンケート】
令和６年１月に実施し
た子ども・子育て支援
に関するアンケート

常
任
委
員
会

審
査
か
ら 常任委員会審査から

議論になった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載　

委員長報告は市議会
ホームページに掲載しています。

市議会日誌 (令和６年４月1０日～７月５日)
４月12日 自治体間調整問題調査特別委員会

５月16日 総務委員会
17日 議会運営委員会
20日 国際観光・文化交流促進調査特別委員会
22日 保健福祉・協働委員会
23日 市民・産業、子ども・文教委員会
27日 都市・環境委員会
30日 大都市制度・広域行政調査特別委員会
31日 こども未来創造調査特別委員会　

６日 総務、保健福祉・協働、市民・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会協議会

32人の議員による一般質問

６月５日 議会運営委員会

19日 議会運営委員会

24日 議会運営委員会
25日 ６月定例市議会閉会

５日 議会運営委員会
７月３日 国際観光・文化交流促進調査特別委員会

20日 総務、保健福祉・協働、市民・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会

10日
14日
～19日

６月定例市議会開会

15日
４月臨時市議会
総務、都市・環境委員会
議会運営委員会

総務委員会

都市・環境委員会

保健福祉・協働委員会

市民・産業委員会

子ども・文教委員会

（主な審査項目など）
・岡山市風致地区条例の一部を改正する条例の制定につ
いて　など

委員 対象者への通知や接種手続きはどのように行
うのか。

わがまち特例に関する市税条例を一部改正
-  固定資産税等の特例割合を国の参酌基準どおり

に改正  -

新岡山学校給食センター（仮称）について事業契約
を締結
- 移転新築における運営・維持管理について令和

23年８月末までの15年間の契約を締結 -

一宮浄化センター施設改修工事の和解金１億7,000万
円を計上
- 工事発注時に仕様書に盛り込んだ放流管のルー
　ト図が、工事の実現可能性を十分に精査してい
　なかったため施工できず、放流管ルートおよび
　工期の変更が必要になった -

新型コロナワクチン定期接種で重症化予防
- 65歳以上の高齢者などを対象に、令和６年10月
   から12月まで定期接種を実施 - 

アリーナ建設に向けて追加調査
- 客席数などの施設規模や、照明・音響など施設

機能、事業採算性、交通量調査などの追加調査
　を実施  -

市

（主な審査項目など）
・岡山市地域密着型サービス運営委員会設置条例の一部
を改正する条例の制定について　など

定期接種が可能な医療機関がまとまった段階
で周知する予定。季節性インフルエンザワク
チン予防接種と同様、各自で医療機関へ申し
込み、問診等を経て予防接種を受けることと
なる。

委員 市民の意見はどのように聞いていくのか。

委員 公設で進める以上、行政が市民の意見をしっ
かり聞いた上で責任を持って進めてほしい。

市 追加調査に並行して、市民アンケートを実施
する。

（主な審査項目など）
・岡山市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定につい
て　など

委員 特例割合は本市独自で定めることもできるが、 
どのような認識で参酌基準どおりとしたのか。

市

（主な審査項目など）
・岡山市新庁舎整備事業庁舎建築に伴う議場設備ほか
設置工事の請負契約の締結について　など

事前に担当部局へ照会を行い、当該事業の本
市の実情を踏まえ、事業効果なども考慮した
結果、参酌基準どおりとした。

委員 契約の相手方の財務状況の調査など、契約期間 
中の破綻リスク等の確認はどのように行うのか。

（主な審査項目など）
・岡山市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について　など

市 経営状況などは、きめ細かく状況確認を行う。
業者からの申し出等にも状況に応じて対応し、
給食の提供に影響がないよう、適切に対処して
いく。

委員

市

工事発注時には、事前の調査、検討を確実に行
う必要がある。市としての今後の再発防止策は。

環境局内に設計審査会を新設し、チェック体制
を強化する。また、契約関係部局とも研修の充
実や情報共有を図り、再発防止に努める。

　
　
市
街
化
が
進
み
農
地
が
減
る
こ
と
で

水
田
の
保
水
力
が
減
少
し
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

等
に
よ
る
内
水
氾
濫
が
懸
念
さ
れ
る
。
大

雨
の
際
に
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
下
水
道
施
設

へ
雨
水
を
取
り
込
み
、
浸
水
か
ら
ま
ち
を

守
る
ゲ
ー
ト
が
用
水
路
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
ゲ
ー
ト
の
遠
隔
操
作
な
ど
、

浸
水
安
全
度
を
高
め
る
取
り
組
み
の
効
果

は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
の
遠
隔
操
作
化

の
予
定
は
。

　
令
和
５
年
に
若
者
を
対
象
に
実
施
し

た
４
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、

ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
本
市
が
把
握
し
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
人
数
は
。
令
和
５
年
度
に
小
学
５

　
　
後
楽
館
中
学
校
夜
間
学
級
の
ス
タ
ー

ト
ま
で
１
年
を
切
っ
た
。
入
学
式
ま
で
ど

の
よ
う
な
日
程
か
。

年
生
と
中
学
２
年
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

に
対
し
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

約
７
割
の
子
ど
も
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
、
も
し
く
は
理
解

で
き
て
い
な
い
状
況
だ
。
認
知
度
を
上
げ

る
新
た
な
施
策
や
取
り
組
み
は
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
待
機
児
童

以
外
に
も
申
し
込
み
を
断
念
し
て
い
る
な

ど
の
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
な
い
潜
在
需
要

が
あ
り
、
申
請
者
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
今
後
の
展
望
や
取
り
組
み
は
。

　
　
ゲ
ー
ト
の
操
作
を
現
地
で
行
う
地
元
操

作
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
継
続

的
、
安
定
的
な
操
作
体
制
の
維
持
が
課
題
と

な
る
中
、
遠
隔
操
作
化
は
、
操
作
員
の
大
幅

な
負
担
軽
減
や
迅
速
な
開
閉
に
大
き
な
効
果

を
上
げ
て
い
る
。
本
市
が
管
理
す
る
ゲ
ー
ト

35
カ
所
の
う
ち
25
カ
所
で
遠
隔
操
作
化
を
行

っ
て
お
り
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
す
べ
て
完

了
予
定
。

　
　
中
高
生
世
代
の
意
識
調
査
で
は
、
晩
婚

化
の
傾
向
や
共
働
き
を
希
望
す
る
割
合
が
高

い
。
若
者
や
子
育
て
世
帯
の
調
査
で
は
、
理

想
と
す
る
子
ど
も
の
数
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
、
経
済
的
負
担
や
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
な
ど
の
課
題
が
見
え
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
で
は
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
多
く
が
経
済
的
に
困
難
な

状
況
に
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
希
望
す
る
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
、
子
ど
も
の
将
来
が
貧
困
な
ど
生
ま

れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
、
必

要
な
支
援
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
５
年
度
末
時
点
で
53
人
と
把
握
し
て
い

る
。
４
年
度
か
ら
は
毎
年
、
市
内
小
・
中
・

高
等
学
校
等
の
全
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

周
知
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
チ
ラ
シ

の
内
容
を
改
善
し
、
学
年
に
応
じ
た
分
か
り

や
す
い
も
の
を
作
成
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

認
知
度
向
上
を
図
る
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
数
字
で
見
る
と
、
平
日

に
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
人
が
い
な
い
と
答

え
た
人
の
う
ち
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て

い
る
と
答
え
た
人
は
85
％
で
あ
り
、
15
％
が

潜
在
ニ
ー
ズ
と
考
え
る
。
労
働
力
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
る
昨
今
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ

は
今
後
も
高
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
現
在
、
施
設
の
確
保
や
人
材
確
保
を
図
っ

　
　
令
和
６
年
７
月
か
ら
９
月
に
入
学
説
明

会
を
３
回
実
施
す
る
。
10
月
か
ら
11
月
の
期

間
に
入
学
願
書
を
受
け
付
け
、
出
願
者
と
面

談
を
行
い
、
12
月
に
面
談
結
果
を
通
知
す
る
。

７
年
３
月
に
は
入
学
対
象
者
説
明
会
で
学
校

生
活
や
入
学
式
の
説
明
を
行
い
、
４
月
に
入

学
と
な
る
。

て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
検
討

し
、
保
護
者
が
自
由
に
働
け
る
よ
う
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

６

一
般
質
問内

水
氾
濫
防
止
対
策
を
進
め
る

潜
在
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

７

夜
間
中
学
入
学
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

若
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

み
え
た
課
題

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
を
向
上

子
育
て
・
教
育

遠隔操作化が進むゲート

受け入れ拡大が進む放課後児童クラブ

※

７

※

９

※

８

※
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